
第２回県央地区地域医療構想調整部会の結果概要 

 

１ 開催目的 

  構想区域の設定及び都道府県間に係る患者の流出入調整を議題とし、県央地区として４機

能ごとに患者所在地、医療機関所在地のいずれとするか決定することを目的に開催。 

 

２ 主な質疑概要 

質問 医療課回答 

【構想策定後の状況変化】 

県央では、座間総合病院の開設、海老名総

合病院の三次救急化が控えているが、そのこ

とは 2025年の必要病床数に反映されている

のか。（数値変更があるのか不透明ということに

ついて病院は不安を感じている。） 

  

 2025年の数値は、2013年のデータを基に

推計しているので、それらの数値は含まれて

いない。2025年の推計の見直しについては国

の方針も示されておらず不透明。 

【市町村の施策との整合性】 

県央では、救急ができているわけではない

こと、また、脳卒中とか輪番とか市町村の各

地域医療の施策との整合性をどう図るのか。 

  

救急のように当面の課題と中長期的な課題

は分けて考えるものである。また、市町村の

施策との整合性を図るために市町村の方にも

参加してもらっている。 

 市町村との調整の場を別に設けるのか。  市町村とは在宅医療の課題もあるので、何

らかの形で市町村の意見を聞く予定。 

【個別の疾患データの扱い】 

 ４区分は期間を表しているが、疾患別のデ

ータがないことは問題ではないのか。  

 

 

 

  

2025年のデータはDPCの255の疾患の医療

必要度から推計しており、疾患の診療密度が

高い場合は高度急性期、一定の期間が過ぎる

と急性期、回復期へと吸収されるなど、委員

発言の趣旨はある程度加味されている。 

【病床機能報告】 

 病床機能報告では海老名総合病院が全病床

を高度急性期と報告しているが、これは正し

いと考えてよいのか。 

 

病院の病床機能報告について県は正しいと

か正しくないとか判断する余地はない。 

海老名総合病院から、全体に係る費用を患

者数で割り返した結果として高度急性期と報

告したが、次回は見直すと聞いている。 

 病院から間違った報告がされた場合、県は

そのまま使うのか。 

県としては、毎年報告される病床機能報告

と 2025年の必要病床数を比較して、2025年

に向けてどうやって近づけていくのか毎年議

論していくものと理解している。 

明らかな間違いとか、利用していない病床

などは除外すべきではないのか。 

県は病床機能報告の結果を是正できない。

病院が報告しない場合の督促だけである。 
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質問 医療課回答 

【構想の実現に向けた支援、人材等】 

 県央は 800床不足するが、県からどのよう

な支援をしてもらえるのか。病院を作るとな

れば時間もお金もかかる。 

 

 支援については消費税を原資とした基金が

あり、回復期病床を増やすために補助金を出

している。それ以外の使い道についてはこの

場を活用して考えていく。 

 病院自体は資金があればできるが、人材は

育成していかなければならない。 

 大きな課題と考えている。 

 急性期を減らすとなった場合、県は急性期

の医師の処遇を考えているのか。 

 基金を活用して取組みを進める。 

 構想では介護の問題は考えているのか。  構想には在宅医療も含むので、施設等のサ

ービスの充足状況も視野に検討する。 

【七沢リハの病床】 

 大和高座病院協会は病床配分のアンケート

をとっており、七沢の病床の配分を想定して

いる。七沢についてはペンディングとのこと

だが、県は今出させるのか、順次出させるの

か判断できるはず。  

 

 七沢に関しては、地域医療構想の議論を進

めていく中で検討することになっており、ペ

ンディングとなっている。 

【民間病院に対する命令】 

 勧告に従わない場合、医療機関名を公表す

る、管理者の変更を命ずるという命令は民間

病院には該当しないのか。  

  

後ほど、お答えしたい。 

【精神科について】 

 地域医療構想の策定に際して、精神科につ

いて議論するのか。 

 

 

 県で精神科医療のあり方を議論する会議を

持っているので、意見を伺い、構想の中にど

のように位置づけるのか考える。 

【ヒアリング】 

 構想の県央版を作るためには、いくつかの

病院からヒアリングが必要と思う。 

 

 構想は病院にとって死活問題なので、個別

に病院にヒアリングする。 

 

３ 会議の結果 

 県央としては、４機能いずれについても患者所在地とすることを決めた。 

 

 


